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にせよ,今 回の 「移行」戦略の立案にあたったロシア ・東欧の経済学者は,1960年代に
おける改革派社会主義者 と違って,社 会主義モデルからの 「改宗」(シャバ.7ス)をす




































で も,企業の管理者(経 営者)は 労働者集団 と共同で 「自己防衛的な決定を部分的にお
こなう」(98ペー ジ)。こうした,国 家集権的体制下での企業をめ ぐる国家(官 僚),企






こなわれ,かつてのソフ トな予算制約に対応 したルーズな調整慣行が存続 しているから





領,そ して社会の両極分解 と並べると,私には,マ ルクズのr資 本論』の原始的蓄積の
章が思い浮かぶ。しかし,一つの決定的な差異があるようだ。それは,農民の土地から
の大量追放にあたる,企業合理化による大量失業の形成がまだ起 こっていないことであ
る。著者の文章を借 りるなら,「官僚制の温存と資本形成は並行 して存 し,官僚的調整
と市場的調整が併存 した。 しか も,両者は相互に対抗する側面とともに,失業と倒産を
回避 し,労働者 との協調を図ることで相互に補完 ・促進した。」〔271ページ)この 「労















社会集団(階 級)と して特定できるかという問題はさてお く。私が問題にしたいのは,
それ以前のレベルq,「貨幣の資本への転化」の次元の問題である。マルクスの用法で
は,持続的に自己増殖する価値の運動が 「資本」であ り,その所有から得 られる所得


















発展させ.減 量経営を追求することによって,本 体をスリム化 した。ロシア企業におい
ても,過剰雇用を排出し,肥大化 した企業坦織の整理をおこなうことは,不可避なこと





















次に,著者のいう 「旧システムの慣性」 とは何かである。「慣性」 というのは,英語
ではinertiaになると思われるが,本 書はそれを企業行動の説明に用いている、官僚と
の連繋,ソ フトな金融,市 場を回避 した取引,労働者集団との関係における温情主義あ
るいは集団主義など,旧体制下で成立し,長年なれ親しんできた 「行動様式」である。






れる。さらに,この 「行動様式」には,それを体現 した社会諸集団があ り,それらの集
団の社会的な視野(意 識あるいは認知構造)と 利害連関が表現されている。本書は企業
行動の背後の社会諸集団の実態については立ち入ることはしていないが,最:近人1.」に膾
炙 してぎた 「制度の経済学」を政治経済学 として発展させるさいの有益な素材を与えて
いると思う。
最後に,研究対象の激変のなかでひるむことな く研究に邁進した成果を読み進めるこ
とは楽しかったという感想 もつけ加えておこう。社会主義経済の専門家でもロシア研究
者でもない私が書評を書 くのはそもそもおこがましいことだった。本当は,面 白かった
ということしかで きないはずである。ついでに,い ま一言。もし,著者の筆に,歴史の
多面性を統合しうる柔軟なスタイルが備わっていれば,多 くの幻想を撒 き散らした経済
システムに捧げた,門外漢をも惹きつける挽歌になったかもしれないのに,残念と。
